

第４章　無印良品が世界で愛される理由
　これまでの章では無印良品が世界進出に成功した要因を説明した。この章では、無印良品が長年世界で愛され続けられている理由について説明する。初めに無印良品が世界進出に成功した四つの要因をまとめる。
　一つ目は市場の設定だ。無印良品はあえて特定のターゲットを絞らず、特徴的なブランドの余白部分の「それ以外」を市場に設定している。この「それ以外」という市場により、時の流れだけでなく文化の壁も越えることができた。二つ目は、商品の世界標準化の成功だ。無印良品では、人間の本能的な要求に応えるような商品が多く、人種や生活スタイル、文化の壁を越えることができる。そのため販売先の地域に適用させなくても、日本の商品のまま販売する、つまり商品の世界標準化に成功することができた。三つ目は、商品コンセプトだ。無印良品では、最大公約数が満足する商品を提供するため「これでいい」を商品コンセプトに設定した。「これでいい」とは言い換えると「個性の一歩手前」で止めることだ。このコンセプトをもとに、生活者の妥協や諦めが入らず、誰でもどこでも普通に使えるシンプルな商品を実現することができた。四つ目は、独自のデザイン思考だ。無印良品の商品開発は、世の中にある商品から無印良品らしく改良できる商品を探すことを重視している。2003年からは国内に留まらず世界に出向き商品を探す旅を始め、世界で愛されている商品を改良・販売し、より世界の人々の心を掴んできた。
　この四つの要因から、無印良品が多様な文化圏で受け入れられる理由をまとめると、「シンプルさ」「自然さ」「合理性」をどの過程においても重視しているため、海外でもどのような場面でも合わせることができると考えた。
　無印良品は世界進出に成功し、今も長く世界中で愛され続けている。2022年8月には初めてマカオに出店、そして2025年までにはアメリカで100店舗以上の出店を目標にしており、今後も海外進出は続いていく。このように長く愛される理由には、海外の店舗にも工夫がある。無印良品は日本発祥で日本の文化を背景に作られたブランドだ。しかし、世界に進出するにあたって海外の人は無印良品について知らない。そのため、店舗には「What's MUJI？」（MUJIとは何か？）と書かれたパネルを設置した。DAISOが世界進出した際にも、「Made in Japn」というパネルを設置した。実際にそれを見た人は、「品質が良いもの」や「日本発祥のブランド」だという大まかな情報は伝わる。しかし無印良品では日本という周辺的な情報だけでなく、無印良品という中心的・本質的な内容の説明を重視している。パネルで本質的な内容を説明することにより、無印良品の世界観を頭で理解することができるようにした。
　そして世界進出を成功させたことにより、生まれた商品がある。それはクリスマス・ギフトだ。元々これは海外で独自に取り扱っていた商品である。クリスマスは元々キリスト教徒の行事であるため日本では当時あまり主流ではなかった。しかし、欧州ではクリスマスに贈り物を同僚や家族にプレゼントする文化があるため、無印良品の値ごろでオリジナル性のある商品の人気が高い。それを日本でも導入できないかと考え、クリスマスプロモーションが逆輸入され、全世界共通のプロモーションとなった。このように世界進出することで、相互の文化や商品を取り入れていき今後もさらに無印良品は発展していくと考える。
　無印良品が世界で愛される理由は、セオリーと反対のことをするつまり「アンチテーゼ」が唯一無二の世界で愛されるブランドになった大きな要因だと考えた。世界進出に成功した要因でもまとめたように、市場の設定や商品コンセプトなど、無印良品は常に今までの常識とは反対のことをおこなってきた。ブランドの「印」に頼らない、つまり「無印」で商品そのものの良さを訴求したことで、文化や時代の壁をこえ長く世界中の人々に愛されているのだと考えた。
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